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 アフルレッド・シャヒーンは戦後のハワイにおける服飾業界に革

命をもたらしたテキスタイル製造デザイナーで、デザインから生地

の製造、服飾仕立て製造、小売りまでを一括してハワイで行ってい

た。 

 娘のカミール・シャヒーン・タンバーグさんによると、シャヒー

ンは晩年の 5 年間を過ごしたカリフォルニア州トランスで糖尿病

による合併症で 12月 22 日死去。 

 第二次世界大戦後、アジアや太平洋諸島から米国に帰国した軍人たちの多くはアロハシャツを身につけていた。

これらは 1930 年代ハワイで製造され流通していたものだった。1950 年代に入り飛行機が開発され、1959 年にハ

ワイがアメリカ合衆国に加盟したことによって、多くの観光客がハワイを訪れるようになる。 

 男性向けに作られたトロピカルプリントをあしらったシャツや女性向けのサンドレスがファッションの主流

であり、観光客にとってはハワイならではのお手頃価格なお土産品としても人気があった。そんな中シャヒーン

は、芸術性の高いプリントデザイン、高品質の生地と材料を使ってハワイにおける服飾業界の価値を高める活動

を始めた。エルビス・プレスリーが 1961 年にリリースしたサウンドトラック「Blue Hawaii」のカバーでエルビ

スが着用している赤いアロハシャツもシャヒーンデザインによるものだ。 

 代々テキスタイルビジネスを営む家系に生まれたアルフレッド・シャヒーンは、ホノルルで生地のデザイン、

製造、衣類縫製までを一括で行うための工場を管理し、高品質にこだわったモノ作りを徹底してきた。プロのデ

ザイナーを育て起用しデザインを起こした後、米国本土から取り寄せた無地のシルクやレーヨン、コットン生地

にシルクスクリーン印刷でデザインをプリントした。その後、シャヒーンの母によって訓練を受けた針子たちに

よって生地が裁断されアロハシャツやサンドレスとして仕上げていった。それらの商品は、ハワイ州の直営店や

小売店で販売されていたほか、米国本土や世界中に流通していった。 

 “彼は天才だよ” 

 そう語るのは、ホノルル拠点でカハラシャツのディレクターでもあり『Aloha Shirt:Spirit of the Islands』

の著者でもあるデール・ホープ氏。“シャヒーンは印刷工程における内部の働き、服飾業界における知識、卸や

小売りに関する知識や流通に至るまで全てにおいて熟知していたよ” 

 ハワイアンファッション業界について詳しいワシントン大学のテキスタイル・服飾専門の教授、リンダ・アー

サーさんは“シャヒーンが登場する以前、ハワイには服飾業界、という産業が全く存在していませんでした。も

ちろん細々と家族経営でハワイアンドレスを縫製するショップなどはありましたが、品質も含めて現代的なビジ

ネスというレベルには到底達していなかったのです” 

 

 アルフレッド・シャヒーンは 1922 年 1 月 31 日、ニュージャージー州生まれ。父と祖父は長年この地でテキス

タイル工場と洋品店を営んでいた。父の決心によりカリフォルニア州コンプトンに移住。家族向けや女性向けの

衣類のラインアップを増やすために度々グアムにシルク布を買い付けにいっていたシャヒーンの父が、買い付け

の途中で立ち寄ったハワイに魅せられ、その後家族全員でハワイのホノルルに移住することになる。1938 年のこ



とだった。 

 シャヒーンはハワイに移住した翌年、カリフォルニア州に戻りウィティア州立大学に入学。数学とエンジニア

リングを専攻し、フットボール選手としても活躍した学生時代だった。1943 年大学卒業後、米国陸軍に所属。第

二次世界大戦真っただ中だったため、彼はヨーロッパで戦闘機のパイロットとして任務に就く。 

 同じく戦闘機パイロットとして任務についていたシャヒーンの従兄弟はニューヨーク州オーリアン在住のア

メリア・アッシュという女性と婚約をしていたが、従兄弟が戦死してしまったため、アメリアを慰めるためにニ

ューヨークまで会いに行った結果、そのままアメリアと結婚することになりホノルルに連れて帰ってくる。 

 シャヒーンの両親はホノルル移住後、オーダーメイドの洋品店を営み、ウェディングドレスやイブニングドレ

スなどフォーマルドレスを中心に、主にシルクやシフォン、レースを使って仕立てをしていた。シャヒーンも家

業を継いでいたが、オーダーメイドではなく既製品の洋服を販売することに興味を持っていた。 

 そして 1948 年、Shaheens of Honolulu という名前で 4 人の針子たちと共に両親から独立。自分の店を開くこ

とになる。母が 4人の針子たちに縫製技術のすべてを教えこんでいた。当時のハワイにおける服飾業界では、米

国本土から生地を買い付け縫製するスタイルが主流だったが、海を渡って発送されてくるため配送遅延などを考

慮し、生地を多めに買付け、中には 1 年以上も倉庫に保管されたままの生地で洋服を仕立てることも多かった。

さらに、米国本土のテキスタイル工場から送られてくる生地の選択肢もなく、その柄や生地の素材も常に統一感

がない状態だった。 

 シャヒーンは当時のこの状況では永続的にビジネスを行っていくことが難しいと考え、自ら生地製造を決意。

地元の機械工たちと共に製造機を創り上げる。そして 1952 年ホノルル郊外にシルクスクリーンの印刷工房を建

設する。専属のデザイナーを雇い、アジアやポリネシア文化に根付いたデザインパターンを主流に生地を製造し

た。デザインされたパターンを生地にシルクスクリーン印刷していった。ほどなくして工場では 1か月に 6万ヤ

ードもの生地を印刷できるキャパシティに成長していった。これらの生地は直営店で販売するアロハシャツやサ

ンドレスを縫製し販売する分と、生地そのものをその他の企業に卸販売する分で消費されていった。 

 1956 年にはその需要はさらに高まり、シャヒーンは 23000 スクエアフィートを超える敷地に新しい工場を建設

する。規模が大きくなっても、高品質で芸術的なデザイン、というコンセプトを維持し続けた。 

 前述のデール・ホープの書籍内でシャヒーンはインタビューにこう答えている。“私は他の誰とも違う洋服を

常に望んでいたのさ。端切れを繋ぎ合わせたり、ヨレヨレの生地を使って縫製することはしたくなかったし、生

地のプリント色もギラギラ派手な色目のものやただ明るい色目のものなどは極力避けているよ” 

 シャヒーンがデザインするパターンの多くは３色から５色を使って手作業でシルクスクリーン印刷されてい

た。シャヒーンスタジオに常勤するデザインアーティスト達は常に１０００色以上もの染色の中からパターンに

最適な色をその都度選んでいた。古書などからアンティークな色味やデザインを研究したり、豊富な色を組み合

わせてプリントすることによって、メタリックな質感の影を印刷に反映させることにもつながり、これは当時の

服飾業界に革命をもたらした。時にシャヒーンは専属デザイナーをタヒチに視察に向かわせ、太平洋諸島のその

他のエキゾチックな文化や人々と交流することによって新たなデザインの動機づけも行っていた。 

 会社の公式記録によれば 1959 年までにシャヒーンは 400 人の従業員を雇い、年間４００万ドルを超える売上

を上げており、実質上ハワイ州における服飾業界の売上に大きく貢献していた。当時のハワイ州全体の服飾業界

における売上は 1500 万ドルを超える勢いに急成長していった。1947 年当時の年間売上は 100 万ドルにも達して

いなかった頃に比べると脅威的な数字だった。（ホノルル・アドバタイザー調べ） 

 シャヒーンは男性向けのアロハシャツとショーツ、女性向けのサンドレスやサロンを既製品としてハワイにオ

ープンした 7店舗の直営店で販売するほか、小売店にも卸していた。その他、米国本土や海外にもそれらの商品

は流通を広げていた。ブロックスやブロードウェイ百貨店（両店舗ともすでに営業はしていない）などの高級百

貨店でも取り扱われ、米国本土での人気はさらに上昇していった。さらに「East meets west」と題したシャヒ

ーンの商品だけを扱うブティックも本土では開店していた。 



 シャヒーンは 1988 年に現役から引退と同時に工場も閉鎖した。引退後はホノルルとロスアンジェルス両方を

拠点とし過ごしていたが、最終的に息を引き取る前最後の 5年間は、ロスアンジェルスのトランスに永住するよ

うになっていた。 

 シャヒーンには 4人の娘と息子が 1人おり、孫が 5人、ひ孫が 2人いる。(死亡年当時)。アメリア・アッシュ

との最初の結婚は離婚を迎え、2度目の結婚をするもこちらも離婚している。 

 シャヒーン引退後、実質上経営も永眠する状態になったにもかかわらず、シャヒーンデザインによるビンテー

ジシャツは現在１０００ドル以上の価値で取引されていると、ホノルル在住のベイリーアンティーク＆アロハシ

ャツのオーナー、デイビッド・ベイリーさんは言う。ベイリーさんの店では常時 15000 点以上ものビンテージア

ロハシャツを保有している。 

 ワシントン大学アーサー教授（前述）は言う。“シャヒーンの洋服は動く芸術作品なのです” 

  




